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【年通号数】公開・登録公報2011-023
【出願番号】特願2010-259752(P2010-259752)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   5/055    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ   5/05    ３９０　

【手続補正書】
【提出日】平成25年11月18日(2013.11.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　磁気共鳴（ＭＲ）データを無線で送信する方法（３００）であって、
　ＲＦコイル内の無線周波数（ＲＦ）チャネルから、ラーモア周波数を有する少なくとも
１つのＭＲ信号を得るステップであって、前記ＲＦコイルが複数のＲＦチャネルを備え、
各ＲＦチャネルが単一の撮像エレメントに関連付けられる、ステップ（ステップ３０２）
と、
　前記ＭＲ信号に基づいて変調信号を発生するステップ（ステップ３０４）と、
　所定の周波数を有するキャリア信号を発生するステップであって、前記所定の周波数が
前記ＲＦチャネルに関連付けられる、ステップ（ステップ３０６）と、
　前記変調信号を用いて前記キャリア信号を位相変調して位相変調された信号を形成する
ステップ（ステップ３０８）と
　を含む方法（３００）。
【請求項２】
　前記位相変調された信号の周波数を第１の所定の係数だけ逓倍するステップ（ステップ
３１０）であって、前記第１の所定の係数が約１から１００の範囲にある、ステップをさ
らに含むことを特徴とする請求項１に記載の方法（３００）。
【請求項３】
　ＲＦスイッチアレイ（２０２）を用いて、送信するためのＲＦチャネルを選択するステ
ップをさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の方法（３００）。
【請求項４】
　前記位相変調された信号を、第２の所定の係数だけアップコンバートするステップであ
って、前記第２の所定の係数が前記選択されたＲＦチャネルに関連付けられ、前記第２の
所定の係数が約１から１００の範囲にある、ステップをさらに含むことを特徴とする請求
項３に記載の方法（３００）。
【請求項５】
　前記位相変調された信号を周波数分割多重化するステップをさらに含み、前記周波数分
割多重化するステップが、
　プログラマブル周波数発振器（５０２）を用いて基準信号を発生するステップと、
　前記基準信号に基づいて複数のキャリア信号を発生するように直接デジタルシンセサイ
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ザ（５０５、５０６、および５０７）のアレイを構成するステップであって、各キャリア
信号が固定キャリア周波数を有し、前記固定キャリア周波数が前記選択されたＲＦチャネ
ルを表す、ステップと、
を含むことを特徴とする請求項３に記載の方法（３００）。
【請求項６】
　前記変調信号を発生するステップ（３０４）が、
　前記ラーモア周波数を有する前記ＭＲ信号を、中間周波数を有する周波数変換された信
号に変換するステップと、
　前記周波数変換された信号を前記変調信号として用いるステップと、
を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法（３００）。
【請求項７】
　前記中間周波数が前記ラーモア周波数より低く、約１ＭＨｚから３ＭＨｚの範囲にある
ことを特徴とする請求項６に記載の方法（３００）。
【請求項８】
　ＭＲデータを通信する方法（３００）を実行するための命令を含む、コンピュータ可読
媒体に記憶されたコンピュータ可読プログラムであって、前記命令が、
　少なくとも１つの位相変調された信号を無線で送信するルーチンと、
　前記送信された位相変調された信号を、受信アンテナ（１１２）によって検知するルー
チンと、
　前記受信した位相変調された信号を増幅して信号強度を高めるルーチンと、
　前記増幅された位相変調された信号をダウンコンバートして中間周波数信号を得るルー
チンと、
　前記中間周波数信号を復調器（１１４）に印加することによって前記中間周波数信号を
復調するルーチンと、
　前記復調された信号を、画像情報を処理するための量子化器（１１６）に供給するルー
チンと、
を含む、コンピュータ可読プログラム。
【請求項９】
　少なくとも１つの位相変調された信号を無線で送信する前記ルーチンが、
　ラーモア周波数を有する少なくとも１つのＭＲ信号を、ＲＦコイル内のＲＦチャネルか
ら得るためのルーチンであって、前記ＲＦコイルが複数のＲＦチャネルを備え、各ＲＦチ
ャネルが単一の撮像エレメントに関連付けられる、ルーチンと、
　前記ＭＲ信号に基づいて変調信号を発生するルーチンと、
　所定の周波数を有するキャリア信号を発生するルーチンであって、前記所定の周波数が
前記ＲＦチャネルに関連付けられる、ルーチンと、
　前記変調信号を用いて前記キャリア信号を位相変調して位相変調された信号を形成する
ルーチンと、
を含むことを特徴とする請求項８に記載のコンピュータ可読プログラム製品。
【請求項１０】
　ＭＲデータを通信するためのＭＲＩ装置用のＲＦモジュール（１００）において、
　前記ＭＲデータを含む位相変調された信号を送信するように構成された送信器（１０２
）を備え、前記送信器（１０２）が、
　基準信号を生じるように構成されたプログラマブル周波数発振器（５０２）と、
　前記プログラマブル周波数発振器（５０２）に結合され、前記基準信号を複数のＲＦチ
ャネルに供給するように構成されたチャネル分割器（５０４）と、
　前記チャネル分割器（５０４）に結合された直接デジタルシンセサイザ（ＤＤＳ）（５
０５、５０６、および５０７）のアレイであって、ＤＤＳ（５０５、５０６、および５０
７）のアレイ内の各ＤＤＳが単一のＲＦチャネルに関連付けられ、さらに前記基準信号に
基づいて固定周波数キャリア信号を発生するように構成され、前記固定周波数が前記関連
するＲＦチャネルに対応する、直接デジタルシンセサイザ（ＤＤＳ）のアレイと、
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　前記ＤＤＳ（５０５、５０６、および５０７）のアレイに結合された変調器（５１０、
５１１、および５１２）のアレイであって、変調器（５１０、５１１、および５１２）の
アレイ内の各変調器が単一のＤＤＳに結合され、前記ＤＤＳにて発生された前記固定周波
数キャリア信号を変調して位相変調された信号を形成するように構成される、変調器のア
レイと、
　前記変調器（５１０、５１１、および５１２）のアレイに結合された高調波発生器（５
１５、５１６、および５１７）のアレイであって、高調波発生器（５１５、５１６、およ
び５１７）のアレイ内の各高調波発生器が、前記位相変調された信号を所定の係数だけ逓
倍するように構成される、高調波発生器のアレイと、
　前記高調波発生器（５１５、５１６、および５１７）のアレイに結合されたチャネルコ
ンバイナ（５２５）であって、前記高調波発生器（５１５、５１６、および５１７）のア
レイからの１つまたは複数の出力を組み合わせるように構成された、チャネルコンバイナ
（５２５）と、
を備え、
　ＲＦモジュール（１００）が、前記送信器（１０２）に無線で接続され、後続のデータ
処理および画像再構成のために、前記位相変調された信号を受信するように構成された受
信器（１０４）を備える、
ＲＦモジュール（１００）。
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